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研究成果の概要（和文）：工学系の元留学生が企業で異文化間協働能力をどのように形成させていくのかを明らかにす
るため、国内外の日系企業で働く元留学生の事例を聞きとり調査した。各自の日本語能力に応じて入社1，2年目には独
自の補償ストラテジーを活用している。その後、チームで働く仕事環境から人間関係を調整することに意識を注ぎなが
ら日本企業の仕事の進め方を内在化させ、現地工場との交渉等において調整方法を案出していた。
　調査で得た具体的な事例を基に、工学系留学生が就職後の自分を考えるための読み物教材を作成した。

研究成果の概要（英文）：To discover how our former engineering foreign students acquired intercultural 
cooperation competence, we conducted interviews to these former students who are working in domestic and 
overseas Japanese companies. During their first and second year in the company, and to improve their job 
efficiency, they consider compensation strategies based on their individual Japanese ability. After that, 
while working as a team in the workplace, they poured consciousness while adjusting human relationship to 
internalize the ways to proceed work in Japanese companies, and they devised adjustment methods in 
negotiating with local factories. Based on the specific cases obtained in this investigation, we created 
reading teaching materials for engineering students for them to consider after they land a job.

研究分野：日本語教育

キーワード： 異文化間協働能力　聞き取り調査
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１．研究開始当初の背景 
高等教育におけるビジネス日本語教育は
アジア人財資金構想によって大きく進展し
た。様々な調査研究から、日系企業が求めて
いるのは問題発見解決能力、異文化調整能力
である 1)ことが明らかになった。そしてその
能力の養成を目標として、キャリア形成教育
を取り入れ、ピア活動を十分に取り入れたタ
スクによる教材、ロールプレイ教材、プロジ
ェクトベースの教材などが開発され、様々な
教育が試みられている。また、学生に企業で
必要な日本語能力について達成目標を具体
的に何ができるか(Can-do-statement)で示
して、それに向けた自律的な学習態度を養成
する教育カリキュラムの構築も進んでいる。  
しかしながら，製造業で働く外国人社員に
は，チームで働く仕事環境や，会話の面では
それほど丁寧な表現を要求される場面が少
ない一方で，議事録などを書き言葉の面では
正確な日本語を要求される面が多いなど，他
の業種とは異なる問題がある。また，現地企
業との摩擦では納期や品質管理などをめぐ
って特徴的な課題も見られる。工学系のグロ
ーバル人財に共通する課題をさらに明らか
にする余地がある。 

 
２．研究の目的 
工学系の留学生が企業で「グローバル日本
語人財」として働くためのコミュニケーショ
ン能力を高める教育の支援のため、企業で活
躍する元留学生の事例を調査して、主に異文
化間協働能力はどのように形成されるのか
を明らかにし、その能力養成のための教育方
法に寄与する。 

 
３．研究の方法 
 まず国内企業に勤める元留学生を対象に
入社 1，2 年目を振り返ってと入社後 5 年目
の課題について調査を行った。 
 (1)入社当時の課題に関するアンケート調
査（2011 年 6月）」。入社後 3年から 4年の社
会人に対し｢社会人基礎力｣（経済産業省）に
沿って、仕事上大切と考える力とその具体的
な実行方法についてコメント記述を得た。そ
こから、仕事上重要と考える力、そのための
ストラテジーを抽出した。対象としたのは、
以下の、大手日本企業で働く元留学生、総合
技術職（５名）、地元中小企業の元留学生、
研究職（１名） である。 
 
 
表１ 調査対象者の属性など 

 出 身

国 

最 終

学歴 

調査１当時の勤続

年数と滞日年数 

A 中国 学部 3年 3 ｶ月/9年 3 ｶ月 

B 中国 学部 3年 3 ｶ月/10年 3月 

C 中国 学部 3年 3 ｶ月/9年 3 ｶ月 

D 中国 博 士

前期 

3 年 3 ｶ月/10 年 8 ｶ

月 

E 中国 博 士

前期 

4年 3 ｶ月/10年 3カ

月 

F 中国 博 士

後期 

4年 3 ｶ月/7年 3 ｶ月 

 
(2)入社 5 年目のインタビュー調査（2012 年
9 月、10 月）。(1)の調査の追跡調査として、
同じ対象者に、企業でのコミュニケーション
や企業習慣をどのように捉えているかを知
るために、現在の課題は何か、大学時代の日
本社会・文化への理解で不十分だった点は何
かという点について、半構造化インタビュー
を行った。（A,B,C は集団でフォーカスグルー
プ・インタビューを行った） 
 
(3)インドネシア日系企業での調査 
2013 年 8月 
 調査対象者 
 Ｇ：学部卒 3 社を経て 20 年目 
  工作機械の営業マネジャー 
 Ｈ：学部・博士前期修了 勤続 11 年目 
完成品の輸出入手続き、出荷管理を担当 
 Ｉ：学部・博士前期修了 勤続 14 年目 
  設計部門と教育部門の部長 
 個別に業務内容と課題、日本人上司と現地
社員、そして本人とのコミュニケーション上
の困難点などについて半構造化インタビュ
ーを行った。 
 
(4)ベトナム日系企業での調査 2014 年 8月 
 調査対象者 
 Ｊ：日本の学部卒 総務 1年半 
Ｋ：日本で研修 3カ月 総務 5年勤務 
Ｌ：日本の学部卒 日本で別の企業に 5年
勤務、勤続 1年半。 
日本人上司と現地社員、そして本人とコミ 
ュニケーション上の困難点、業務上の課題 
などについて 45 分間のグループインタビ 
ューを行った。 
 
(5)その他国内企業勤務者への聞き取り調査 
 Ｏ：中国出身 博士前期修了 入社 1年目 
 Ｐ：バングラデシュ出身博士前期  
入社 1年目 

 Ｑ：中国出身 博士前期修了 入社３年目 
 Ｒ：ラオス出身 高専学部博士前期修了 
入社 1年目 
業務内容と課題について 40 分から 1 時間
程度の半構造化インタビューを行った。 
 

４．研究成果 
(1)(2)の縦断的調査については、 2013 年に
学会報告を行った。 
①入社1年目に仕事上大切と考える力とその
具体的な方法についての記述を見ると、〈人



間関係〉26、〈情報伝達〉7、〈日本語能力の
不足〉3、〈外国人待遇〉2、〈同化圧力〉2、
その他 2、と、人間関係に対するストラテジ
ーが具体的に記述されており、チームでの仕
事のため、特に人間関係をよくすることが仕
事の遂行に重要であるという認識がうかが
える。 
〈人間関係〉に現れたストラテジー 
・自分から話をかけること。まず挨拶するこ
と。（Ｃ） 
・周りの人の性格と立場を総合的に考慮し、
言葉遣いを選択する（Ａ） 
・よく聞く、他の人のペースに合わせること
が必要（Ｆ） 
・相手の気持ちや要望に耳を傾けること自体
が、人間関係がよくなるポイント。（Ａ） 
・直接言わない、硬い言葉を使わない。気持
ちを正直に話して、しかし傷つけない（Ｆ） 
・先輩の言葉が少し間違っていると思っても
まずその通りにする、そしてうまくいかなか
ったらその時に「やってみたけどうまくいか
ない、こうしたらどうでしょう」と提案する。
こちらが思い違いや理解が足りないことも
あるので比率的にもそうしたほうがいい。
（F) 
 
②入社 5年目の文化の差異への意識調査にお
いては、チームで働く職場環境において、対
人関係における状況判断や意見のすり合わ
せの必要性を認め、積極的に適応している。 
 
・チームで作業するので人間関係が大事だと
いうことに慣れてしまう。（Ｂ) 
・例えば頼まれることもあるが、頼みに行く
ことも多い。こちらが合わせないと、頼んで
も応じてくれないから、向こうの意見をちゃ
んと聞こうと。（Ａ) 
 
このように、元留学生は企業での人間関係の
構築方法に積極的に適応しているが、日本
人・日本文化に根差した特有のものと意識し
続けている。 
 
・日本の社会人と中国の社会人が違う。自分
の両親を見て社会人のイメージを持ってい
るが、それはあくまで中国人の社会人。（Ｅ)  
・研究室では、後輩がやらなくても先輩が困
ることはない。だからきつく言わない。しか
し、会社ではチームだから後輩がやらないと
先輩が全部やらないといけないからきつく
言う。（Ｅ) 
 
 しかしながら、入社 5年目においてはこの
ようなチームでの意思決定、業務方針、業務
過程、外部との対応など、日本の企業文化を
次第に内在化させ、現地工場との交渉にあた
って、現地の商習慣や現地工場との意思疎通
において、仲介者としての難しさを体験して
いる。 
 

・工業の歴史は、日本はすごい歴史を持って
いる。中国はこれからだからそのギャップが
あるのに、日本のやり方でやりなさいって言
うのは無理がある。だから僕らは真ん中ぐら
いに調整する。（Ｃ） 
 
以上のような意識から考察すると、チームで
働く仕事環境は、学生文化と企業文化の差異
の部分もあるので、在学生には想像しがたい
面があり、事例を元に在学生に日本の企業文
化を考える手がかりを与えることが有効だ
ろうと考える。 
 
③インドネシアやベトナムでの現地企業で
の調査では、品質管理、営業、総務の業務の
違いと共に、日本人上司や現地人社員との適
応の方法において異文化の状況を調整する
方法が案出されており、その具体的な事例も
部分的に教材として活用化することとした。 
 
④このような考察の基に、研究成果として工
学系留学生が就職後の自分を考えるための
読み物教材の作成を行った。 
聞き取り調査などから、元留学生は日本企
業のチームで働く企業文化を内在化させ、現
地の企業との問題解決に当たっていること
がわかる。就職前の留学生，特に内定を受け
た後の留学生にとって，入社後にぶつかる課
題とその対応例などを具体的な業務と共に
知ることが，入社後の業務遂行への心構えを
作る一助となるのではないかと考えた。 
(2)～(5)での聞き取り調査で録音した内
容を書き起こし、課題を分析して、具体的な
業務の中で特徴的な課題が表れている部分
を基に教材を構成した。 
主なテーマは次の２つである。 
まず、入社 1，2 年目にかけて、自己の日
本語能力に応じた問題解決が必要となる。口
頭によるコミュニケーションにそれほど支
障のない者も議事録や報告書等、正確さを必
要とする書記能力には不足を感じ、周囲から
のサポート方法を活用している。日本語上級
者においても、情報伝達上で思わぬ齟齬が起
きる可能性を体験し、自分なりに情報を複数
の面から確認する方法を案出している。 
また、母国の企業文化への対応については、 
現地企業との交渉、現地企業での任務におい
て、日本企業の文化を内在化し、調整方略を
案出している。 
・工場側がいろいろな意見を出しても、納 
期を早めに設定して、次の手段を考えてお
く（第 5話） 
・意思決定過程の違いを調整する（第 6話） 
・母国の人間関係構築方法を活用する 
（第 6話） 
・上司の指示を言葉通りでなく、その意図
を推察して、その実現を図る（第 9話） 
・中間の報告をせずに、80％で終わったと
報告されることも多いので、細かく確認す
る（第 9話） 



・伝わってもできるわけないと考えて自分
の思う通りにする社員もいる。できたら昇
給させる、見回りするなど、習慣づけを行
う。（第 10 話） 
 
教材は，日本国内の企業と現地日系企業で
の例に分けられる。それぞれ，一人称話者に
よる体験談の形と，インタビューや対話など
の談話の形の両方を採用した。取り上げた課
題と、対象者の簡単な属性は以下の通りであ
る。各読み物に設問を設け，学習者自身との
ギャップや登場人物に身を置いてどのよう
に行動するかを考えさせるきっかけとした。 
 
第 1話 入社 1年目のプレッシャー 
（国内の自動車製造会社勤務。入社 1年目） 
主な課題：業務文書の習熟、書き言葉の洗
練、助言・サポートの受け方、同期・同国
人ネットワークの活用 
第２話 英語環境の職場での日本語 
（国内のプラント会社勤務。入社 1年目。） 
 主な課題：日本語の役割理解 
第３話 日本語の難しさ、仕事の面白さ 
（国内の電子機器メーカー勤務。３年目。） 
主な課題：面接での研究紹介、電話応対、
業務文書の習熟、問題解決への心構え 
第４話 外国人ではない？ 
（国内の建設会社勤務。入社１年後。） 
主な課題：正確な情報の確認方法の案出、
業務文書の習熟、書き言葉の洗練、助言・
サポートの受け方 
第 5話 リーダーとして 
（国内の電機メーカー勤務。入社 5年目）
主な課題：企業文化への適応、チームリー
ダーの職責、納期の管理、業務以外の交流
の活用 
第６話 現地工場との間で 
（三人の会話 国内の製造業３社。入社 4
年半。） 
主な課題：日本側の要求の伝え方、意思決
定過程の相違の克服 
第７話 企業文化への適応 
（三人の会話 国内の製造業３社。入社 4
年半。） 
主な課題：助言・サポートの受け方、主張
のストラテジー、妥協の経験、外国人意識
の低減、 
第８話 海外日系企業でのキャリア 
（海外の日系部品メーカー勤務。勤続 14
年） 
主な課題：（品質管理教育部門でのキャリ
アに必要な力を考える） 
第９話 日本人上司との関係づくり 
（海外の日系機械メーカー勤務。3 社を経
て 20 年目。） 
主な課題：指示の意図の理解、報告や相談
の時期と濃さ、自己裁量範囲の確保、現地
社員のフォロー 
第 10 話 現地社員との間で 
（海外の日系機械部品メーカー勤務。日本

で別の会社に 5年勤務後、勤続 1年半。） 
主な課題：母国人気質への対応、品質管理
方法の案出 
 
試作した教材をビジネス日本語教育にお
いて試用し，その回答やコメントを分析して，
設問に改良を加えている。できれば被調査者
の了承を得て公開し，フィードバックを得て
改良していきたい。 
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